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第６学年道徳科学習指導案 

日 時 令和○年○月○日(金)○校時 

場 所 ６年○組教室 

授業者 ○ ○ ○ ○ 

 

１ 主題名 自由と責任 「Ａ-(1)善悪の判断，自律，自由と責任」 

 

２ ねらいと教材 

(1) ねらい 

自由と自分勝手の違いを考えて責任のある行動をしようとする道徳的判断力を育てる。 

 

(2) 教材名 

 「修学旅行の夜」(東京書籍 新しい道徳６) 

 

３ 主題設定の理由 

(1) ねらいや指導内容についての教師の捉え方 

 本主題は，小学校学習指導要領特別の教科道徳，内容項目Ａ－(1)「善悪の判断，自律，自由と責任」

の「自由を大切にし，自律的に判断し，責任のある行動をすること」を受けている。 

自己を高めていくには何物にもとらわれない自由な考えや行動が大切である。自由には，自分で自

律的に判断し，行動したことによる自己責任が伴う。自分の自由な意思によっておおらかに生きなが

らも，そこには内から自覚された責任感の支えによって，自ら信じることに従って，自律的に判断し，

実行するという自律性が伴っていなければならない。 

６年生の段階は，自主的に考え，行動しようとする傾向が強まる時期である。一方で，自由の捉え

違いをして相手や周りのことを考えず自分勝手な振る舞いをしてしまうことも見られる。 

自由と自分勝手の違いについて考えることを通して自由に伴う自己責任の大きさについて理解し，

自律的に判断できるようにすることが必要だと考え，本主題を設定した。 

 

(2) 児童のこれまでの学習状況や実態 

本学級の児童は，委員会活動や縦割り活動等において，最高学年として責任を持って自分の仕事を

行っている。しかし，最高学年として自由に行えることが多くなったことで，その後どうなるかを考

えずに判断し，行動してしまう姿も見られる。また，相手がどのような気持ちになるのか考えずに自

分に都合の良いルールを決めるなど，自由と自分勝手を混同している児童もいる。 

児童は５年生の「遠足の子どもたち」の授業において，「自由だからできることとそのよさを考える

こと」，「自由な考えや行動のもつ意味やその大切さを実感すること」について学習してきている。本

時の学習では「自由に伴う自己責任の大きさ」まで考えさせたい。さらに，中学校１年生で扱う「自

分の自由な意思に基づいて決定し，責任をもたなければならないことを実感すること」につなげたい。 
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(3) 使用する教材の特質 

本教材は，修学旅行に出かけた「わたし」が，夜に部屋で騒いでしまい注意を受けるという話であ

り，児童にとって身近な話題を扱った教材である。 

修学旅行の夜，「わたし」の班では「人に迷惑をかけないように気を付けて自由におしゃべりしよ

う」という鈴木さんの提案からひそひそ話をしていたが，次第に声が大きくなっていった。班長の私

は注意をしていたが，効果がなくなっていく。「わたし」は，副班長の「班長や副班長になりたくてな

ったわけじゃないから，もう注意しなくていい」という言葉に賛同し，おしゃべりの仲間に入って楽

しんだ。先生に注意されても隣の部屋の友達に注意されても静かにすることができなかったが，再度

注意に来た先生から「自由と自分勝手の違いを考えなさい」と言われ，反省するという話である。 

  先生の言葉を通して，「自由と自分勝手の違い」について考え「自由に伴う自己責任の大きさ」につ

いて気付かせることができる教材である。 

 

(4) 指導観 

本時の指導に当たっては，小学校で内容項目Ａ-(１)「善悪の判断，自律，自由と責任」を扱う最後

の時間になるので，教材をきっかけに自分の生活経験を振り返り，自分事として考えさせていきたい。 

導入場面では，自分の生活を振り返り，自由の良さと自由だけでは社会が成り立たないことを押さ

えることで，自由に行動するとはどのようなことか問題意識を持たせる。 

展開場面では，自分がこの部屋にいたらどうするのかについて問うことで，自分勝手に行動してし

まう人間の弱さに共感させ，どうしたら弱さを乗り越えることができるのかについて自分事として考

えさせる。さらに，何のために責任を持つことが大切なのかについて考えさせることで，責任のある

行動の大切さに気付かせたい。また，展開後段では教材から離れ，「自由」に行動するとはどういうこ

とか生活経験に基づいて考えさせていく。 

児童が自分の考えを明確にして話合いができるように，ベン図にネームカードを貼らせる。友達が

貼ったネームカードを見て一人一人考え方が違うことに気付かせたい。また，話合いを行った際には，

共感した友達の考えをワークシートに青色で記入させることで，多面的・多角的な考えに気付かせる

ようにする。 

児童の学習状況を見取るために，導入の段階での児童の「自由」の捉えを板書に残し，終末の段階

で書いた物と比べることができるようにする。発言や書くことが苦手な児童には，机間指導の際，声

を掛けて考えを聞いたり，ＴＴを活用して児童のうなずきや表情等を見取ったりする。 

 

４ 教材分析・発問構成 ・・・ 別紙 

 

５ 学習指導過程 ・・・ 別紙 

 

６ 他の教育活動との関連 ・・・ 別紙 
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（別紙）４ 教材分析・発問構成  
 

あらすじ     気付かせたい考え    発問        予想される反応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修学旅行の夜，「わた

し」の部屋では，人に

迷惑をかけないよう

に気を付けておしゃ

べりをし，できるだ

け静かに寝ようとい

う話になる。 

隣の部屋から「静か

にして」と言われ，

「わたし」は反省す

るが，みんなはあま

り気にかけない。 

「自由」と「自分

勝手」の違いに

気付かせる。 

どこまでが「自

由」でどこから

が「自分勝手」

なのだろう。 

・一緒におしゃべりをしま

す。せっかくの修学旅行

を楽しみたいからです。 

・注意したら友達に嫌われ

るかもしれないから，友

達に合わせます。 

・注意はできないけれど，人

に迷惑をかけてはいけな

いので，自分は静かにし

ます。 

・注意します。先生に怒られ

るからです。 

いつの間にか声が大

きくなり，班長であ

る「わたし」の注意も

聞いてもらえなくな

る。 

◎自分がこの部

屋にいたらど

うしますか。

それはなぜで

すか。 

何が問題だっ

たと思います

か。 

自分勝手に行動

して失敗してし

まったことはあ

りますか。 

・大きな声で話したこと。 

・最初に決めた約束を守ら

なかったこと。 

・周りの人に迷惑をかけた

こと。 

・班長なのに注意をしなか

ったこと。 

・自分勝手な行動をした 

こと。 

・休み時間に校舎内で鬼ご

っこをしてしまい，けがを

してしまった。 

・家族と買い物に行ったと

きに，自分勝手に行動し 

て迷子になってしまった。 

・小さな声で話をするまで

は自由だと思う。 

・人に迷惑をかけたら自分

勝手だと思う。 

・もともとある約束やルー

ルの範囲内なら自由。 

自由に行動する

ときに大切にす

ることについて

自分の生活経験

に結び付けて考

えさせる。 

副班長の「班長や副

班長になりたくてな

ったわけではないか

ら，もう注意しなく

てもいい」という言

葉に賛同し，「わた

し」もおしゃべりの

仲間に入る。 

「わたし」は，先生に

「自由と自分勝手の

違いを考えなさい」

と言われ，その意味

を考える。 

集団でよりよい

人間関係を築く

ためには，自由

だけではなく責

任を果たすこと

が大切だという

ことに気付かせ

る。 

自分勝手な行動

をしてしまいそ

うになる人間の

弱さに気付かせ

る。 
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（別紙）５ 学習指導過程                                  

 学習活動 ○主な発問(◎中心的な発問) 

●補助発問 ・児童の反応 

指導上の留意点 

 

導 

 

入 

 

５ 

分 

１ 本時のねらいとする道徳

的価値について問題意識を

持つ。      （一斉） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 課題をつかむ。（一斉） 

 

 
 

○「自由」とは，どういうこと

ですか。 

・好きなことができること。 

・自分で決定できること。 

・人から命令されないこと。 

○「自由」だけではだめだと思

ったことはありますか。 

・人に迷惑をかけたとき。 

・みんなで何かをしなくてはい

けないとき。 

・何をしていいのか分からなく

なってしまうとき。 

・導入で，児童の「自由」の 

捉えを確認し，授業を通し 

て理解の深まりを感じられ 

るようにする。 

・自由の良さと，自由だけで

は社会が成り立たないこと

に気付かせ，問題意識を持

たせる。 

 

展 

 

開 

 

30 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 範読を聞き，「自由」と「自

分勝手」の違いを考える。 

（一斉） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 自分勝手な行動をしてし

まいそうになる人間の弱さ

に気付く。 (個人→一斉) 

       

 

 

○何が問題だったと思います

か。 

・大きな声で話したこと。 

・最初に決めた約束を守らなか

ったこと。 

・周りの人に迷惑をかけたこ

と。 

・班長なのに注意をしなかった 

こと。 

・自分勝手な行動をしたこと。 

●「自分勝手」な行動とはどの

ような行動ですか。 

・人のことを考えず，自分のや

りたいように行動すること。 

 

◎自分がこの部屋にいたらど

うしますか。それはなぜです

か。 

・一緒におしゃべりをします。

せっかくの修学旅行を楽し

みたいからです。 

・どんな問題があるのかを考

えながら範読を聞かせる。 

・「自分勝手」という言葉が児

童から出てこない場合は，

「問題になった行動は，『自

由』ですか，『自分勝手』で

すか」と問い，「自由」と「自

分勝手」の違いについて考

えさせる。 

・「自分勝手」について考えさ

せることで，「自由」とは「何

をしてもいいこと」ではな

いことに気付かせる。 

 

 

・黒板のベン図にネームカー

ドを貼らせ，自分の考えを

明確にさせる。 

・児童に「おしゃべりする」

「注意する」の枠に入らな

い考えがあることを伝え，

自由に行動するとはどういうことか考えよう。 

日常生活に関連付け，自分

の生活を振り返ることで自

分との関わりで考えさせ，

本時の課題に対して問題意

識を持たせる。  (問)(自) 
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展 

 

開 

 

30 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 集団でよりよい人間関係

を築くためには，自由だけ

ではなく責任を果たすこと

が大切だということに気付

く。       (一斉) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 自由に行動するときに大

切にすることについて自分

の生活経験に結び付けて考

える。      (一斉) 

 

 

・注意したら友達に嫌われるか

もしれないから，友達に合わ

せます。 

・注意はできないけれど，人に

迷惑をかけてはいけないの

で，自分は静かにします。 

・注意します。先生に怒られる

からです。 

●周りの人（同じ部屋の友達，

隣の部屋の友達，先生）は，

あなたの行動をどう思った

と思いますか。 

 

 

 

 

 

 

○どこまでが「自由」でどこ

からが「自分勝手」なのだ

ろう。 

・この場合は，小さな声で話

をするまでは自由だと思

う。 

・この部屋の人に，小さな声

でも気になって眠れない人

がいたら，小さい声でもお

しゃべりをしてはいけない

と思う。 

・人に迷惑をかけてしまった

ら自分勝手だと思う。 

・もともとある約束やルール

の範囲内なら自由だと思

う。 

○自分勝手に行動して失敗し

てしまったことはあります

か。 

・休み時間に校舎内で鬼ごっこ

をしてしまい，けがをしてし

まった。 

枠にとらわれないで考える

ことができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・なぜ自分勝手ではいけない

のか考えさせることで，責

任を果たすことの大切さに

気付かせる。 

・ベン図に貼った自分のネー

ムプレートを振り返り，「自

由」に対する考え方の変化

や深まりに気付かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜評価＞ 

自分と違う感じ方や考え

方を理解しようとしてい

たか。(多)【話合い・発言・

観察】 

自分勝手に行動してしま

ったことを振り返り，その

ときどうすれば良かった

のかを考えさせる。 (自) 

この部屋に自分がいたら

どうするかを考えさせる

ことで，自分勝手な行動を

してしまいそうになる人

間の弱さを自分との関わ

りで考えさせる。  (自) 

友達の考えを聞いたり，友

達のネームカードの位置

を見たりすることで，様々

な考え方，感じ方があるこ

とに気付かせる。 (多) 
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・家族と買い物に行ったとき

に，自分勝手に行動してしま

い，迷子になってしまった。 

 

終 

 

末 

 

10 

分 

７ 自己の生き方について考 

える。      (個人) 

○今後，どのようなことを大切

にして行動していきたいで

すか。 

・自分の好きなように行動す 

 るのが「自由」だと思ってい

ましたが，それは「自分勝手」

だったことに気が付きまし

た。友達や先生などのことも

考えて行動したいと思いま

した。 

・私は，相手のことを考えて 

行動したいと思いました。そ

うすることで，相手だけでは

なく自分もいい気持ちにな

ると思いました。 

・「自由」ってもっと簡単なも 

のだと思っていたけれど，そ

うではないことが分かりま

した。これから，自由に行動

することが増えてくるので，

正しい判断ができるように

よく考えて行動したいです。 

・「自由に行動するために大

切なこと」について本時で

考えたことを振り返らせ

る。 

・導入での「自由」の捉えと

比較し，変化や深まりを感

じられるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

(問)：問題意識を持たせる      (多)：多面的・多角的に考えさせる 

(自)：自分との関わりで考えさせる  (生)：自己の生き方について考えさせる 

【評価】 

＜児童の評価＞ 

・自分と違う感じ方や考え方を理解しようとしていたか。       (多)【話合い・発言・観察】 

・自由に行動するときにどのようなことを大切にしたいか，自分との関わりで考えようとしていたか。 

                                （生）(自)【ワークシート】 

＜教師側の授業評価＞ 

・中心的な発問で，自分と違う感じ方や考え方を理解させていたか。 (多)【話合い・発言・観察】 

・発問や補助発問を通して，自由に行動するときに大切なことについて自分との関わりで考えさせて

いたか。                           （生）(自)【ワークシート】 

 

 

 

自由に行動するために大切

なことについて書かせるこ

とで，自己の生き方につい

て考えを深めさせる。 

(生)（自） 

＜評価＞ 

自由に行動するときにど

のようなことを大切にし

たいか，自分との関わりで

考えようとしていたか。 

（生）(自)【ワークシート】 
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【板書】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 他教科との関連 

 

 

 

 

【準備物】 

  教師：教科書，ワークシート，ネームカード 

  児童：教科書，筆記用具 

 

（別紙６） 他の教育活動との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○月 ○日  第○回 道徳  

１４．「修学旅行の夜」 

 

 

自由に行動するとはどういうことか考えよう。 

小学校５年 道徳 

【自由とせきにん】 

「遠足の子どもたち」 

・自由な考えや行動の持つ意味やその大

切さを実感すること。 

・自由だからできることとそのよさを考 

えること。 

他の教育活動 

・学級活動 

・係活動 

・委員会活動 

・縦割り活動 

他の教育活動 

・学級活動 

・係活動 

・委員会活動 

・縦割り活動 

・修学旅行 

小学校６年 道徳 

【自由と責任】 

「修学旅行の夜」 

・自由と自分勝手の違いを考えること。 

・自由に伴う自己責任の大きさを多面的・

多角的に理解すること。 

中学１年 道徳 

【自ら考え，責任をもつ】 

「父のひとこと」 

・自分の自由な意思に基づいて決定し，責

任を持たなければならないことを実感

すること。 

○好きなことができる。 

○自分で決定できる。 

○命令されない。 

 

△人に迷惑がかかる。 

△何をしていいか困る。 

名前 責任 

＜問題＞ 

・大きな声。 

・約束を守

らない。 

・迷惑をか 

けた。 

・注意しな

かった。 

楽しみたい。 

自分のことだ

け考える。 

人のことを考

えない。 

自分勝手 

人のことを考

える。 

嫌われたくない。 人に迷惑をか

けたくない。 

怒られたくない。 

人に迷惑をかけない。 

ルールの中で。 

状況によって判断する。 

自由 どこまでＯＫ？ 自由 

おしゃべり 

する 

注意する 

一度立ち止まって

考える。 

周りの人のことを
考える。 

名前 

名前 

名前 

名前 

名前 

名前 


